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標準化教育プログラム [個別技術分野編ー電気電子分野］

2007年9月22日

（解説資料加筆）池田宏明

2007年7月21日
和泉 章

（標準講義時間 90分）

本資料は，経済産業省委託事業である
「平成１８年度基準認証研究開発事業（標
準化に関する研修・教育プログラムの開
発）」の成果である。

第 １ 章
電気・電子・情報分野における標準化総論
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学習のねらい ・・・・・第1章 電気・電子・情報分野における標準化総論

１．経済が国際化するなかで，国際標準と国内標準の役割・分担はどうなると考えるか

２．ＩＳＯ，ＩＥＣでの活動が日本が欧米主要国に及ばないのはなぜか。また，これを解決す
るための方策は何か

p. 2

◆ 解 説

このページは，この授業で理解すべきポイントを示しています。

この質問事項は，講義の最後でディスカッションの時間を設けて頂いても良いですし，

後で提出するレポートの課題とする使い方もあります。

1. 国際標準だとISO・IEC，国内標準だとJISなどがあるが，これがどのようになっていけばよいのか。

2. 国際標準化，特にISO・IECの活動の中で，日本が欧米の主要国に比べると現状は及んでいなく，やや劣ってい
る状況にあります。それがなぜか，解決するにはどうしたらよいのか。
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目 次 ・・・・・第1章 電気・電子・情報分野における標準化総論

１．標準とは何か

２．日本工業規格（ＪＩＳ）

３．国際標準と日本の参画

p. 3

◆ 解 説

この講義で取り扱う３つのテーマを示しています。

１．標準とは何か

これまで標準に馴染みがなかった学生の皆さんの理解を深めるためです。

学生の理解度が高い場合には省略又は短い時間で進めていただいても結構です。

２．日本工業規格

日本の標準として日本工業規格（ＪＩＳ）について，現状，制定のプロセスなどについて議論をしています。

３．国際標準と日本の参画

国際標準の概要と，日本の取り組みの現状・課題を議論しています。
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どちらがシャンプーでしょう？

p. 4

◆ 解 説

まず学生の皆さんに，標準とは何かを理解していただくために，

シャンプーとリンスの識別クイズをします。

手探りでも識別できるようにと，花王社が開発されたものであります。容器のデザインを損なわない側面に突起をつ
ける形で考案されました。

それを業界団体に広めていただき，国内で売られているものには，ほぼついています。

これはJISにも取り入れられていますが，現在これを国際標準化，ISOに持ち込もうとしています。実現すると，世界
中のシャンプー容器にこの突起がつくかもしれません。

こういった決め事をつくることが標準化ともいえます。
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どこが標準化されているでしょう

p. 5

◆ 解 説

同様に携帯電話の標準化のクイズです。

携帯電話では数字キーの配置がきめられています。

これに対して電卓の数字キーの配置が違います。これは最初に決めた人が違うためです。

携帯電話は通信分野のほうから，電卓はコンピューター分野から決められています。ただし，携帯電話と電卓では
使う頻度が違います。

電卓では0と１を使用する頻度が多いため，手元にあったほうが使いやすいともいえます。配置が一種類に決まると
いうよりは，考えがあって決まっています。

そのほか，携帯電話では5に突起があり，見ずともキーの位置を判断できるという理由で突起がついています。

これと同様の例としてPCのFとJのキーの上に突起がついているというものがあります。

“これらのきまりが，決められたため守っていただいている”

ということ，それが標準の考え方です。



（出所：国際標準化１００年記念事業実行委員会事務局）

私達の周りには標準化されたものがたくさんあります

p. 6

◆ 解 説

シャンプー・リンス，携帯電話のボタン以外にも身のまわりに標準化されているものは沢山あります。

学校の机や椅子の高さ，紙のサイズ，チョークや黒板，

家庭ではトイレットペーパーの幅や品質，電話のテンキー等

靴のサイズ，洗濯表示，自動車，水道のホース，コンセントの差込口から

医療機器等，数え上げたらきりがないほど沢山あります。

ここでは，個別具体的に見るのではなく，身近にある雰囲気を味わっていただければと思います。

これらは，実は誰かが基準を決めているからこそ，できています。

では誰が基準を作っているのかというと

民間の専門家が話し合い，案を作っているのが標準なのです。

決まりごとというのは皆の力で決まっていく

それが標準化と認識していただきたく思います。
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【例】鉛筆（JIS S6006：2000「鉛筆，色鉛筆及びそれらに用いるしん」）

■種類
・9H～2H，H，F，HB，B，2B～6B

■品質とその試験方法
・抜けしん試験でしんが抜けないこと
・軸の曲がりが0.4 mm以下
・しんの偏心が0.3 mm以下
・軸の塗料の有害物質の制限
・しんの曲げ強さ
・HBの濃度

■寸法
・消しゴムなど付属品を除き172 mm以上
・手帳用は付属品を除き70 mm以上
・軸径は8.0 mm以下
・しんの直径は9H～2H，Hは1.8 mm以上，
F，HB，B，2B～6Bは2 mm以上

■表示
・１本毎に種類（硬度記号）と製造者名を表示

具体的に何が「標準化」されているのか

p. 7

◆ 解 説

標準と言っても具体的にどういったところが標準化されているのかを

説明しています。

鉛筆を例にとってみると，JIS S 6006でも決められていますが

種類は6Bから9H といったものがあり，

品質・試験する方法，例えば軸が曲がってないか，芯が抜けないか

芯の曲げの強さなどが決まっています。

また，

寸法・長さ，芯の直径，一本ごとに種類を表記すること自体も

決まっています。

標準化されているということも決まっていますが，

標準化されている中身がなにか，といったことも決められています。それらを民間の専門家の方々が考えて作られて，
それが標準になっています。
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■「標準」とは「客観的な決めごと」

■標準そのものは基本的に任意性のもの

■公的機関が定めた標準を「規格」と呼ぶことあり

「標準」とは

p. 8

◆ 解 説

標準の定義をわかりやすく説明しています。

標準とは，一種の決めごとと言えるでしょう。何もしなければ，メーカなどがバラバラに作ってしまうも
のを

様々な利便性に配慮して，ある形などに統一することです。

標準には一部強制的な法律で使われているものもありますが，基本的には，任意のものです。

したがって，その標準に準拠するかどうかは，メーカなどの任意によります。

また，「規格」という言葉を耳にすることがあります。

公的機関が定めた標準を「規格」と呼ぶことがあります。

ちなみに英語では，いずれも「standard」になります。
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■製品の形・大きさの標準化
【例】乾電池，ノート，ねじ

アクセシブルデザイン

■品質・性能やその試験方法
などの標準化

【例】環境計測法，防水性，
抗菌性，省エネ

■組織運営ルール（マネジメ
ント）の標準化

【例】品質管理，環境管理

■社会インフラとしての標準化
【例】用語，記号

標準化
＝客観的な決めごと【事業者／産業界】 【消費者】

○市場の急速な立ち上が
がり，拡大，貿易促進

○製品種類の削減による
コスト低減

○販売先，消費者への
訴求効果

○社内マネジメントの向上

○製品開発・研究開発等
での活用，業界全体の
発展

○互換性による使い
やすさの向上

○製品の品質・性能
等の評価が容易

○安心・安全な生活の
ための指針

○事業者に対する評価
のための指針

○わかりやすさの向上

「標準化」することによる利点の例

p. 9

◆ 解 説

標準化をすることによる利点について議論をしています。

標準には様々な目的があるため，１枚の図で説明することは難しいのですが，できるだけまとめてみました。

何を標準化しているか，という点に対しては（先ほどの鉛筆の例にもあるように）様々な要素を混ぜて行っているので分離して考えにくいのですが，
その次に，品質や性能やその試験方法の標準化があります。

真ん中の列は何を標準化するかを示しています。

標準は，代表的なものとして形・大きさを規定しているもの，

例えば乾電池，ノートのA4，B5といったもの，ねじのサイズなどがあります。

先ほど紹介したシャンプーの事例等はアクセシブルデザインと呼ばれており，これも一種の，形の標準化であります。

また，品質や性能やその試験方法を決めているものがあります。

例えば，環境の計測方法。環境中で化学物質が出た際，測定方法を標準化していないと，客観的なデータの比較ができないというがあります。
同様に，防水，抗菌，省エネなども，どういう試験をしたらその特性があるかを客観的にみせるかという試験方法が標準化されています。

その他にも，組織運営のルール，マネジメントの標準化というものがあります。

品質管理ISO 9001，環境管理ISO 14001のように，モノとは直接関係のしない，人に係るマネジメントの標準化というのが最近できています。

以上には分類しにくい，社会インフラなどもあります。例えば，専門用語の定義，記号といったものも標準化されています。非常口の図記号も標準
化されております。これは日本人のデザインです。

また，こうした機能が組み合わされているものがあります。

このように何を標準化するかについても幾つかの種類があります。

標準の効能として，ここでは事業者／産業界と消費者に分けて説明しています。

例えば，形や大きさが標準化されると世の中での普及が期待されるため，市場の急速な立ち上がり，貿易の促進につながる可能性があります。ま
た，製品の種類を減らすことができるため，コストが下がるかもしれない，あるいは販売先・消費者への普及効果があるかもしれないといったメリット
が考えられます。

それから，消費者にとっても商品の互換性があり，使いやすさが向上する，あるいは品質の標準化によっては，製品の品質の評価が容易になると
いったメリットがあるかと思われます。

同様に，性能の試験方法が標準化されるということは，事業者にとっては販売者・消費者への遡及効果を高めるということにつながるかも知れま
せん。

マネージメントの標準化というのは，事業者にとっては社内マネジメントの向上ともいえますし，消費者，ユーザーに対しての遡及効果も期待でき，
消費者にとっても事業者評価の指標のひとつとなりうるといえます。

社会インフラとしての標準化としては，世の中全体にとって裨益するものです。気がつきにくいことですが，実は社会の基盤としても大きな役割を
果たしています。
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デファクト標準

デジュール標準
公的な機関で定める標準

（JIS，ISO，IECなど）

市場競争の結果決まる
事実上の標準

■「フォーラム標準」「コンソーシアム標準」を
デファクト標準と別に分類する考え方もある

デジュール標準とデファクト標準

p. 10

◆ 解 説

標準には大きく分けて，公的機関が定める「デジュール標準」と

市場競争の結果決まる事実上の標準である「デファクト標準」の２種類があります。

「デファクト標準」の例として，

PCは一部の型をのぞいてはほとんどがWindowsの仕様ですが，

これは元々はIBMが1980年代に開発したPC/ATという仕様を基にしており，これは特段，JISやISO,IECで標準化され
たものではありません。使われているアプリケーションソフトウェアやOSなども，皆さんが事実上使っているものであり
ます。

なお，複数の企業などがグループなどを構成して標準化をしたものを，

「フォーラム標準」とか「コンソーシアム標準」と呼ぶことがありますが，

ここでは，それらも「デファクト標準」の一種として捉えています。

一部では， 「フォーラム標準」とか「コンソーシアム標準」をデファクト標準とは異なる分類としてとらえられています。
個人的には，大きく２つに分類できると考えております。

今回の講義では主に「デジュール標準」について触れます。
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国際国際

日本日本
（国内）（国内）

IEC規格

・IEC（国際電気標準会会議）
・電気・電子分野の国際規格

（約5,300）
・参加国：65ヶ国
・前会長：高柳誠一氏

JIS規格

・日本工業標準調査会（JISC：事務局は経済産業省）
・これまで策定した標準：約10,000
・JISCはISO，IECに対する日本の代表

整合化（同じ内容にすること）整合化

・ISO（国際標準化機構）
・電気・電子分野以外の

国際規格（約15,000）
・参加国：147ヶ国
・前会長：田中正躬氏

ISO規格

旧ＪＩＳマーク 現行のＪＩＳマーク

日本と世界のデジュール標準（ISO/IECとJIS）

p. 11

◆ 解 説

これは，国内と国際のデジュール標準の関係を示しています。

国内標準は，日本工業規格（JIS）と呼ばれます。

JISは日本工業調査会(JISC)という国の審議会のような会議体が作っています。事務局は経済産業省にあります。情
報と電子分野については，著者が担当しております。

日本工業規格（JIS）マークは，2006年10月工業標準化法の改正に伴い，

新しいマークになりました。

国際標準は，電気電子分野のIEC標準と，それ以外の分野のISO標準の２つがあります。

この他に，通信分野の標準化を進めているITUという国際機関もあります。ちなみに ISO・IECのマークは組織のマー
クです。

国内標準と国際標準は，基本的に独立して存在しています。

数を見ると，これまで作った標準はJISが10,000，ISOが15,000，IECが5,300と多数あります。おおまかにみると
ISO/IEC規格にあってJISにないものが多くあると考えられます。

また，どの規格を一つと考えるかも国内・国際において異なる場合があります。

つまり，同じ技術分野で国内標準と国際標準がそれぞれある場合があります。

それらは基本的に独立して作られております。何が違うかというと，国際標準は英語で書かれており，国内標準は日
本語で書かれています。また作るプロセスも異なります。

しかし，世界的な貿易の発展により，国内標準と国際標準を整合しようとする動きが

進んでいます。

そのため，例えば，国際標準をそのまま翻訳したものに近い国内規格も存在しています。

その中で，マネージメントの分野では，数字を同じくしているものもあります。具体例を示せば，ISO 9001のほぼ日本
語訳としてJIS Q 9001があります。これは，国内標準と国際標準の関係を理解しやすいように番号まで統一している
例です。元々体系が違うため，番号が同じものも多くはありませんが，それほど整合化のプロセスがすすんでいるとも
いえます。
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目 次 ・・・・・第1章 電気・電子・情報分野における標準化総論

１．標準とは何か

２．日本工業規格（ＪＩＳ）

３．国際標準化と日本の参画

p. 12

◆ 解 説

次に日本の標準について議論をしています。

まずは，日本国規格（JIS），国内の状況について説明します。

JISの制度ができたのは戦後になってからです。戦前はJESと呼ばれていました。
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ＪＩＳ策定の現状

ＪＩＳは全体で約１０，０００件

・毎年約７００件が制定・改正される

・全規格を５年毎にチェック

工業会・学会等の民間主体の原案作成

・約６００団体

・生産者，利用者，中立者が参画

日本工業標準調査会で審議後，主務大臣が制定

（経済産業，厚生労働，国土交通等）

p. 13

◆ 解 説

JISは全部で10,000件程度あり，

毎年700件程度が制定又は改正されています。

（およそ制定300/改定400）

全規格を5年ごとにチェックし，

規格がつくられてから5年後に，

規格が使われているか，改正の必要はないのかと

国際標準の動向を含めチェックし，必要に応じて改正しています。

そういった作業を行いながら規格というものを

生きたものとして使っていただくように努力しています。

JISの原案は主に，業界団体や学会といった民間で作られています。

全部で６００くらいの団体に協力をいただいています。

原案の作成には，関連する製品などの生産者だけでなく，

利用者，そして大学の先生などの中立者が参加することになっています。

作成された原案は，日本工業標準調査会で審議されたのち，

関係する大臣が制定することになっています。
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生産者
（民間企業等）

中立者
（大学，政府等）

利用者
（消費者等）

経済産業省等からの委託による
ＪＩＳ原案作成委員会

業界団体，学会等の自主的な
ＪＩＳ原案作成委員会

主務大臣（経済産業大臣等）

日本工業標準調査会（ＪＩＳＣ）
●審議
●工業標準案の意見受付公告

主務大臣（経済産業大臣等）
●制定
●官報告示

参加 参加

申出（工業標準化法第１２条）

付議

答申

日本工業規格（ＪＩＳ）制定までのプロセス

p. 14

◆ 解 説

これはJISの制定プロセスを図にしたものです。

ＪＩＳの原案は，生産・利用・中立の３つの立場の専門家が参加して原案を

作成し，それを日本工業標準調査会が審議して制定するというプロセスを

経ています。

具体的には原案を作っていただく形態は二つあります。

1) 日本工業標準調査会側から依頼する場合と，

2) 業界団体・学会などの発案で作る場合があります。

その中には，規格というのはある意味公的な側面があるため，

意見の偏りを防ぐために生産者，利用者，中立者という

様々な立場の方に原案の作成に関与してもらうことをお願いしています。

できた原案はJISCにて審査されます。

審議の結果適当である場合，

最終的に大臣が制定するという順番になっています。

世間からみると，大臣が制定しているため

国が決めているように思われがちですが

実際には民間の方が中心となって作っていただいている

というプロセスになっております。
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■ＪＩＳ Ｘ０２１３ 文字コード

■ＪＩＳ Ｃ８５０１ 乾電池

■ＪＩＳ Ｃ９８０１ 冷蔵庫の消費電力量試験

■ＪＩＳ Ｘ０５１０ ＱＲコード

■ＪＩＳ Ｘ０５０４ バーコード

■ＪＩＳ Ｘ８３４１ 情報アクセシビリティ

■ＪＩＳ Ｃ０６１７ 電気用図記号

（出所：JSA）

電気・電子分野で有名なＪＩＳの例

p. 15

◆ 解 説

JISは図のような冊子になっており見ることができます。

大型書店に配置されている他，

内容に関してはJISCのホームページでも閲覧できます。

ここでは，電気・電子・情報分野で知られているJISの例を示しています。

学生の皆さんになじみの深いものもあるのではないでしょうか。

因みに，この数字の中に時折，語呂合わせをしているものがあります。

情報アクセシビリティのJIS X 8341。

アクセシビリティはいろんな方が使いやすいようにしよう

という標準を決めていますが，それにちなんで

“やさしい（8341）”

を語呂合わせて作っているというエピソードがあります。

◆ 参考文献

http://www.jisc.go.jp/app/JPS/JPSO0020.html
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分野別のＪＩＳの数

9,850 計225 繊維L

771 その他Z1,741 化学K

596 情報処理X395 非鉄金属H

97 航空W386 鉄鋼G

438 医療安全用具T473 船舶F

174 日用品S152 鉄道E

331 窯業R361 自動車D

59 管理システムQ1,333 電子機器及び電気機器C

69 パルプ及び紙P1,553 一般機械B

167 鉱山M529 土木建築A

２００７年３月末現在

p. 16

◆ 解 説

JISの分野別制定状況です。

JISにあるアルファベット表記は表にあるように分野によって分かれています。

一般機械，電子機器及び電気機器，化学が多いですが，医療安全用具関係が最近急速に増加しています。
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電気・電子分野のＪＩＳ（1,334件、2006年12月現在）

ＩＥＣ又はＩＳ
Ｏと一致

30%

ＩＥＣ又はＩＳ
Ｏを修正した

もの
42%

ＩＥＣ又はＩＳ
Ｏと同等でな

い
6%

ＪＩＳオリジナ
ル
22%

ＪＩＳの国際整合化の状況（電気・電子分野）

p. 17

◆ 解 説

これは，JISの国際整合化の状況を示しています。

これまでに制定された電気・電子分野のJIS 1,334件のうち，

IEC又はISOと同一又は一部修正したものの合計は，954件に達しています。IEC又はISOと一致しているJIS （専門
的にはIDT） ３０％

IEC又はISOを修正したJIS （専門的にMOD） 42％

約7割はISO・IECをかなり意識したものといえます。

修正したものは日本の状況に合わせて若干直したものとすれば，ISO又はIECに準拠したものが7割はあるといえま
す。

また，

JISオリジナル，対応するISO又はIEC規格がないJIS ２２％

ISO・IECが同等ではないJIS（専門的にはNEQ） ６％

最近では同等でないJISは少なくなっており，ISO,IECに何か参考になるものがあれば，それを使っている状況です。
このように，ISO又はIECへの整合化が進められております。
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目 次 ・・・・・第1章 電気・電子・情報分野における標準化総論

１．標準とは何か

２．日本工業規格（ＪＩＳ）

３．国際標準化と日本の参画

p. 18

◆ 解 説

次に国際標準の概要と，日本の取り組みの現状・課題を議論します。

JISがISO・IECに整合化されている現状において

JISを作ると同等，または，それ以上に

国際標準化への取り組みが重要となってきています。

具体的には，

JISを作る際に国際標準を先に作ったうえで，

後でJISをいう手順を踏むことも考えられます。

個別にJISと国際標準を絡めていくか，ということが難しくなってきています。それほど国際標準の重要性が高まってい
ると認識しています。特に，情報電子分野においてはこれが顕著です。
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ISO/IEC16448  DVD

ISO/IEC11172-3 MP3（MPEG-1 Audio Layer-3）

ISO/IEC10918 JPEG

ISO/IEC10646 漢字文字コード

ISO/IEC27001        情報セキュリティマネジメントシステム

ISO/IEC18000 RF-ID（電子タグ）

ISO/IECによる国際標準の一例

p. 19

◆ 解 説

これは，情報分野を中心に皆様の馴染みのある国際標準をあげたものです。

このように国際標準は身近で多く使われています。

いろいろな国際標準の中で

最近すごいなぁ～と感じるのは，漢字文字コードです。

漢字文字コードがうまくできているからこそ

パソコンや携帯をここまで使うことができ，

実は情報分野でも最も使われている標準なのかもしれません。

これは，最初はコンピューターでどう使うかといったことから

社会の基盤までどんどん発展しているという点です。

また，MP3においても

長い間の標準への取り組みがインフラとして根付いた良い例

と言えるかと思います。

そういった点からすると，国際標準というのは

ものすごく大事な世界になっているといえるのではないかと思います。
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*1 2005年1月現在
*2 ISOの前身の万国規格統一協会（ISA)

14準会員47準会員

51正会員100正会員

652005年2月1472005年2月会員数

1906：IECへ参加*3

1953*4：IECへ加盟
1929：ISAへ参加*3

1952*4：ISOへ加盟
日本参加年

1906
1926：ISA*2設立
1947：ISOへ改組

設立年

電気技術分野の
国際標準化機関
（5296規格*1）

電気，通信を除く全分野
の国際標準化機関（149

41規格*1）
機関の概要

国際電気標準会議国際標準化機構

IECISO

*3 有識者等が参加
*4 閣議了解を踏まえ政府代表としてJISCが加盟

ＩＳＯとＩＥＣの概要

p. 20

◆ 解 説

これは，ISO及びIECの概要を示しています。

電気電子分野のＩＥＣの方がＩＳＯよりも早く設立され，昨年2006年にIECは設立100年となっていることがわかります。

日本がIECに正式に加盟したのは1910年で早いうちからIECには加盟しております。

それ以外の分野ができたのは，第一次世界大戦後です。

1926にISA（万国規格統一協会：ISOの前身）として，

ISOの設立は第二次世界大戦後の1947になります。

日本は世界大戦中，一旦ISA・IECに対する活動はなくなり ，

IECに関して，脱退か除名かは不明で，連絡が絶えたというようです。そういった経緯もあり戦後改めて加盟をしてい
ます。

会員数はISOのほうが多く，

ISOの方がなじみが深い組織と国際的には位置づけられているようです。

一つの特徴として，両方とも民間機関であることがあります。

事務局はジュネーブ（スイス）にあり，

正確にはスイス民法に基づく法人という法的な位置づけになっています。

日本風にいうと公益法人（社団法人とか財団法人）の位置づけで，社団法人に近いかもしれません。民間機関となっ
ております。

表には書いておりませんが

ITU（情報通信分野の標準化組織）もあります。

これは国連機関，政府参加の国際機関となっております。

ISO・IECは経済産業省が担当，ITUは総務省（もとの郵政省）が担当しています。

ISO/IECが民間組織であるということが実際の活動にも大きく関係しています。
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■民間機関が登録している例
・ＡＮＳＩ（米）
・ＢＳＩ（英）
・ＤＩＮ（独）
・ＡＦＮＯＲ（仏）

■政府機関が登録している例

・ＪＩＳＣ（日本）

・ＳＡＣ（中国）
・ＫＡＴＳ（韓国）
・ＴＩＳＩ（タイ）

ＩＳＯへの登録機関

p. 21

◆ 解 説

我が国では，国の組織であるJISCがISO，IECに登録しています。

ところが，世界的に見ますと，例えば，米国，イギリス，ドイツ，フランスでは

民間機関がISOに登録されています。（上位4カ国）

他方，日本 ，中国，韓国，タイでは政府機関が登録されています。

国際的に見ると，欧米では国際標準化活動は民間が中心になっていると言えます。

日本ではJISCがISO/IECに登録していることによって，ISO・IECの公的性についての意識が高くなっています。

一概に言えませんが発展途上国は政府が登録している傾向にあり，それは国際機関の国内での普及が目的になる
ためではないかと思います。

日本はタイプとしては近いと思われますが，活動実績からいうとあまりそうではなく，どちらともいえない位置にあると
思われます。

ここで重要なのは，ISO・IECの組織の性格，外国がどういった組織体で対応しているかを知ることであり，日本のよう
な形態をどう生かしていくのかというのが課題と考えられます。
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経済産業省
基準認証ユニット

ISO/IEC国内審議団体
工業会・学会等（約３００）

１国１機関(我が国の場合，閣議了解に基づき
JISCが参加）

理事会

TMB

総 会
専門委員会TC(約190)

分科委員会SC(約540)

作業ｸﾞﾙｰﾌﾟ(WG:約2000)

評議会

ＳＭＢ

総 会
専門委員会TC(約90)

分科委員会SC(約90)

作業ｸﾞﾙｰﾌﾟ(WG:約630)

ＩＳＯ ＩＥＣ

※ISO/IECの個別の委員会等へは，それぞれの国内審議団体，関係企業，研究
機関等の専門家がJISCの名称で参加している

関係企業

研究機関

大学

事務局

日本工業標準調査会
（JISC）

日本の国際標準化対応体制

p. 22

◆ 解 説

これは，ISO，IECへの国内対応体制と示しています。

日本工業標準調査会（JISC）が我が国唯一の参加組織として，両国際標準化機関に登録されています。

この調査会は，経済産業省に設置されており，事務局は経済産業省基準認証ユニットが務めています。

実際の国際標準化活動は，技術内容毎に300にものぼる工業会，学会などに対応をしていだいています。と言うのも，
活動している委員会の数が多く，ISOの専門委員会が技術分野毎にできています。それを更に細分化した分科委員
会，その下にさらに細分化されWGがあり，全てで2,600～2,700あります。IECも同様に合わせて800程あります。総数
で3,000を超える委員会があるわけです。これを技術分野毎に関係の深い工業会，学会にお願いしています。

これを国内審議団体と呼んでいますが，それぞれの団体では，企業，研究機関，大学などの専門家が議論に参加し
ています。平素は最近では電子メールで議論なども行われており，年間に2，3回は集まって話す会があります。した
がって会って話す際にも専門家の方に参加していただいております。この際にJISCという肩書きで出ていただいてお
ります。

また，ISOやIECの国際会議には，これらの専門家がJISCを代表して参加していただいています。

国際標準化活動は，まさに産学官の専門家に支えられているのです。
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■情報処理学会
・ソフトウェア技術（JTC1 SC7)，セキュリティ技術（JTC1 SC27），

バイオメトリクス(JTC1 SC37) など

■電気学会
・ パワーエレクトロニクス（IEC TC22），電力用変圧器（IEC TC14) など

■電子情報通信学会
・周波数制御・選択デバイス（IEC TC49）， 通信用伝送線（IEC TC46）

ファイバオプティクス（IEC TC86） など

■電気設備学会
・マンマシンインターフェイス，表示及び識別に関する基本と安全原則

（IEC TC16） など

■日本音響学会
・電気音響（IEC TC29）

多くの学会で国際標準化活動に協力いただいています
－電気・電子・情報分野においてISO/IECに対応している学会の例－

p. 23

◆ 解 説

電気・電子・情報関係でも多くの学会が国内審議団体として活動いただいています。

これはその例をあげたものです。

例えば，情報処理学会であると，ソフトウエア分野（JTC1）でほぼ全部行われています。

それから，電子情報通信学会でも，様々な活動が行われています。

著者自身も電子情報通信学会に入っておりましたが，

当時標準化活動については知りませんでした。

それも踏まえ，現在は，

学会の中でも公的な役割としての標準化は重要であることからも，

標準化活動を認識してもらうための活動も進めております。
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■電子情報技術産業協会（JEITA）
・オーディオ・ビデオ・マルチメディアシステム及び機器（IEC TC 100)
半導体デバイス（IEC TC 47) など

■日本電機工業会（JEMA）
・ 家庭用電気機器の性能（IEC TC 59），燃料電池（IEC TC 105) など

■電池工業会
・一次電池（IEC TC 35），蓄電池（IEC TC 21） など

■日本電気計測器工業会
・工業プロセス計測制御（IEC TC 65） など

■光産業技術振興協会
・レーザ機器の安全性（IEC TC 76）など

※この他にも多くの業界団体／工業会／学会等の協力をいただいています

多くの業界団体／工業会などで国際標準化に協力いただいています
－電気・電子・情報分野においてISO/IECに対応している業界団体／工業会の例－

p. 24

◆ 解 説

一方，業界団体や工業会にも協力をいただいています。



新規作業項目（ＮＰ）提案

作業原案（ＷＤ）作成

委員会原案（ＣＤ）作成

国際規格原案（ＤＩＳ）作成

最終国際規格案（ＦＤＩＳ）作成

国際規格（ＩＳ）発行

投票したＰメンバーの過半数賛成
かつ，５ヶ国以上から専門家推薦

議論を行う作業グループのコンセンサス

委員会のＰメンバーのコンセンサス
又は，投票したＰメンバーの２／３以上賛成

投票したＰメンバーの２／３以上賛成
かつ，反対が投票総数の１／４以下

投票したＰメンバーの２／３以上賛成
かつ，反対が投票総数の１／４以下

投票対象：各委員会

投票対象：全各国代表団体

投票対象：全各国代表団体

・Ｐ（参加）メンバー：委員会活動に積極的に参加
・Ｏ（オブザーバ）メンバー：オブザーバとして会議に出席※各国代表団体は，各委員会について参加登録

一般的なＩＳＯ国際標準の策定手順

p. 25

◆ 解 説

これが通常の国際標準をつくるまでのプロセスを示したものです。

原案（案と名の付くもの）は4種類あります。それほどどんどん作り変えていかなければならないものであります。

PメンバーとかOメンバー，パーティシペーションなどがありますが，要は，コンセンサスつまり， 2/3という条件で，基本
的にはメンバーの方の合意をどうとっていくかというプロセスです。

国際標準，すなわち皆さんが使っていただくものでありますので，どうやって皆さんが納得していただくかというプロセ
スが大切になっているというようにご理解いただければと思います。

誰が審議作業項目を提案するのかというと，“作りたい人”です。

大別すると，

日本から提案する場合

外国の委員会が提案，それに対して日本が意見を言っていくという場合

とがあります。

参加者，または提案者として国際規格を作るプロセスを進めていきます。

これだけのプロセスに通常３６ヶ月（３年）かかるとされています。

その代わり，できたものの信任性は高いといえます。

勿論，途中を飛ばすファーストトラックという形態もありますが，基本的に図のような手順になっております。
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（出所：知的財産戦略本部知的創造サイクル専門委員会）

特許を含む国際標準の例

国際標準は知的財産権を通じてビジネスに大きく影響

p. 26

◆ 解 説

標準は基本的に任意のものですが，近年ではビジネスとの関係が深まっています。

そのひとつの例は知的財産権（特許）との関係です。

昔は，標準に入ったものについて特許を主張してはいけないのではないかという風潮があった時代もあると聞いてい
ます。

しかし，最近のトレンドとしては別に構わないという風潮が増加しています。

この図にある，MPEG，DVD等は国際標準ですが，そのなかに様々な特許が含まれています。全部で800～1,000件
を超える必須特許（この標準を使う上で避けられない特許）があります。

したがって，この標準を使おうとするメーカなどは，

特許を所有している企業などに使用料を支払う必要が生じます。

表のロイヤルティはおそらく製品価格によるものです。

標準を使えば，特許料を払わなければいけないということも出ています。

逆に言うと，自分の会社の技術をこういった標準に組み込めばライセンス収入があるかもれない，ということがいえま
す。

そういったことから

標準がビジネス，特許との関係で大きな話になってきています。
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（注）ＷＴＯ・ＴＢＴ協定第２条４項および附属書３ （抜粋）
加盟国は，強制/任意規格を必要とする場合において，関連する国際規格が存在するとき又はその仕上がりが
目前であるときは，当該国際規格又はその関連部分を強制/任意規格の基礎として用いる。 （略）

■加盟国における標準・規格が，国際貿易の不必要な障害とな
ることの防止を目的として１９９５年発効

■加盟国が，規格（標準）や適合性評価手続きの導入・改正等を
行う際には，原則として国際規格(ISO/IEC等)を基礎とするこ
とを義務づけ

■政府調達協定にも同様の規定
■２００１年には中国がWTOに加盟するなど新興市場でも大きな

役割

WTO・TBT協定（貿易の技術的障害に関する協定）

貿易協定とデジュール標準の関係

p. 27

◆ 解 説

もう一つが，国際協定・貿易協定との関係です。

標準化は近年，世界各国で益々重要なものと認識されるようになっています。

この背景にあるのは，１９９５年のＷＴＯのTBT協定発効と２００１年の中国のＷＴＯ加盟の２つの事件です。TBT協
定は，WTOに加盟している国では，基準，規格は国際規格に準じなければならないという国際的な約束です。これ
により，各国は国際規格と異なる独自の規格をつくって使うことはできなくなりました。また中国がWTOに加盟して，
中国もこの新しい国際ルールに従うことになりました。このために各国とも国際標準をとることが，ＷＴＯの約束上も必
要であるし，中国という巨大な市場を抱える国に製品を売り込むためにも不可欠なことになっています。
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■米国企業
・従来はデファクト標準重視と言われていたが，
デジュール標準への関与も急速に拡大
→ ISO各委員会の幹事の積極的引受け

■欧州企業
・拡大する欧州（加盟国は27ヶ国）を背景に
欧州規格をベースにＩＳＯ／ＩＥＣ化を推進する動き

■中国
・標準化に対する意識が高まり，ＩＳＯ/ＩＥＣなど国際
標準化機関も積極的活用の動き

世界の企業等の国際標準化に対する動向

p. 28

◆ 解 説

こうした状況を踏まえ，アメリカ，欧州，中国でも

デジュール標準である国際標準化に対どう対応するかという関心の上昇と，取り組みの強化の動きがあります。

○米国企業

企業としたのは，活動の基本は企業が行っているため，そういう意味からして米国の企業，欧州の企業がどう考えて
いるかという意味と捕らえているためです。

アメリカは元々デファクトの方を好む傾向にありましたが，

デジュールが上手く使えるのであればデジュールを使う考え方が出てきております。したがってISOの委員会の幹事
を積極的に引き受ける傾向になっております。

コンソーシアム規格，フォーラム規格もデジュール標準（ISO/IEC）へ持ち込む

動きもあります。

例えば，IEEEで作っている無線LANの規格（IEEE 802等）の国際標準化の働きなどがあります。デジュールをどう使
うかという点に非常に関心が高いといえます。

○欧州企業

欧州規格をまず作り，それをISO/IEC規格化しようという動きをして，有利に進めようという考え方が出ております。

○中国

中国は政府も積極的に取り組みを行っております。現在，自国市場の開発，自国産業の発展という段階にありますが，
その中に標準化を組み込む意識が高まっています。中国国内での標準の開発も積極的に行われています。更に，
自国で開発したものを国際標準化へ持っていこうという働きを官民を挙げて行っております。
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■標準をビジネスの観点から改めて評価すべき

■自社の技術を国際標準に活かしていく戦略
（攻めの戦略）

■他国・他社の標準化戦略への対応
（守りの戦略）

■社内部門・グループ会社・海外子会社等との連携

日本の電気電子企業が国際標準で求められる戦略

p. 29

◆ 解 説

こうした世界の企業等の動向を踏まえ，日本企業も国際標準化への取り組み強化が求められています。

現況では相対的に見ると，日本企業は総じて言うと取り組みがあまり強くないという印象を受けます。

従来，標準は公的位置付けの観点もあるが，日本企業では，標準化はボランティア活動ともとらえられ，

ビジネスとの関係が必ずしも十分に議論されていない場合が見受けられます。社内でも標準を担当する技術系の人の仕事であり，
あまり社業との関係が評価されていない場合も多いかと考えられます。

また，強いユーザーのいる業界においては，どういう仕様が必要かということに関して，それはもらってくるという習慣で，自分で開
発する風土がないという業界もあります。

もちろん，標準は社会の公的な・インフラ的な位置付けもありますが，

今一度，ビジネスの観点からの評価が必要ではないでしょうか。

標準化に取り組む場合には，自社技術を国際標準に活かしていくという側面と，

他国や他社が標準化しようとする動きに対応する側面の２つがあります。

自身の経験から言うと，日本企業は非常に短期的な収益を重視する動きに出ているようにも見えます。標準のような取り組みは短
期的収益が見にくく，つかみかねないといった意見を伺うこともあり，短い期間で力を発揮できるものではない状況にあります。し
たがって，長期的・戦略的に取り組みことが重要となっています。

また，社内の様々な事業部門や，グループ会社，海外子会社との連携も重要です。ISO／IECは１国から１つの機関が参加し，一
票を持っているため，欧州（27カ国）がまとまると有利になってしまうので，日本がどんなに頑張っても無理なのではないかという意
見を伺うこともあります。

ところが，ISO／IECの活動は民間の活動であるため，実はその国の地場企業が行わなければならないという規定はありません。
例えば，コンピューター分野で欧州で活躍している人々の多くには，米国企業の方がいます。

欧州で標準化で活躍している企業の中には，米国企業の欧州子会社のケースもあります。

逆に，日本のJISCの活動でも外資系の企業の方にも多く活躍いただいています。国際標準化を進めている企業自体が国際化し
ているのです。

したがって海外における標準化活動に国内の企業が影響力を行使できる場合もあるということです。

海外子会社との連携においては，現況においてはまだ非常に少なく，1つだけ技術委員会の幹事を日系の会社の外国法人の方
が行っていますが，その方に聞くとやはり仕事がしやすい，というお話も出ています。

したがって特に標準化，ISO／IECの活動にとってのグローバルな活動が重要となっていると，総合的な取り組みの重要性が増し
ていくと考えられます。
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2000年にJR 東日本が
FeliCa方式を前提に調達しよ
うとしたところ，WTO政府調
達協定に違反するとして外国
企業が異議申立（JR東日本
の調達は同協定の対象）

ICカード規格
⇒SONY－FeliCa方式

当初，国際標準で
は無かった

当時，他の方式の非
接触式ICカードも国
際標準化されていな
かったこともあり，最
終的にJR東日本は
Felica方式を調達

その後，FeliCaで用いる通信規格が国際標準化される

ＪＲのSuica導入に外国が待った

（事例）国際標準が政府調達に影響

p. 30

◆ 解 説

国際標準の影響の大きさの例として，

ＪＲ東日本のSUICA（スイカ）などで知られる非接触式ICカード規格

Felicaにまつわる話をご紹介します。

2000年にＪＲ東日本は，Felica方式の非接触式ICカードを調達しようとしました。

ところが，Felica方式は国際標準にはなっていないのではないかと，

ある外国企業からWTO政府調達協定に基づき異議の申し立てがありました。

JR東日本が政府調達の対象になるのは，元国鉄であるからです。

結果的には，他の方式の非接触式ICカードも当時は議論はされていましたが国際標準化されていなかったことなど
から，最終的にはJR東日本は調達ができましたが，

国際標準がビジネスに影響する可能性のある一例と言えるでしょう。

つまり，他社が何をしているかという点に留意する必要があるという一例ともいえます。

ちなみに，その後，Felicaの通信規格が国際標準化されています。
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無線LAN規格

２００４年４月 米中の通商摩擦へ発展

→結局，中国は独自規格導入の方針を撤回

米国電気電子学会（IEEE）が定めた規格
であるIEEE802.11シリーズが事

実上の国際標準

IT関連の国際標準化のイニ
シアティブを握る米国

2003年，IEEE802.11と互換性のない独自規格
である「WAPI」を策定し，①これに準拠しない製
品の国内での輸入・販売等の禁止，②中国企業
への規格関連技術のライセンス料支払い義務化
の方針を打ち出した。

無線LAN市場が急
拡大する中国

①規格のセキュリティ機能強化のため
②自国規格の国際標準化による

特許支払いの軽減のため

中国はWAPIの国際標準化を目指してISO（JTC1）に提案するも否決。

（事例２）ビジネスに大きく影響する可能性のある国際標準

p. 31

◆ 解 説

中国も国際標準の重要性を強く認識しはじめています。

無線LANでは，事実上の国際標準として，米国電気電子学会，

IEEE（あいいーすりー）が定めた「Wi-Fi（わいふぁい）」

という規格が存在しています。

ところが，中国は，２００３年，WiFiとは互換性のない

独自規格である「WAPI（わぴ）」を策定し，この規格に準拠していない製品の中国国内での輸入，販売の禁止などを
しようとしました。

この問題は結局米中の話し合いの結果，２００４年に中国が

ひとまず独自規格導入の方針を撤回しました。

ところが，中国はその後，この規格を国際機関に提案しました。

結果的にこの提案は否決されましたが，中国が国際標準を重視している

一例と言えるでしょう。

標準において外国というと，日本人は欧米と考えがちですが，それ以外の国や企業も標準化に乗り出そうとしており
ます。

例えば，情報家電ネットワークの分野では中国は国際標準化の提案を行っています。中国の国際競争力が高まる中
で，日本企業の取り組みが望まれます。
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品質管理

環境管理

情報セキュリティ

企業の社会的責任

食品

セキュリティ

ISO 9001

ISO 14001

ISO/IEC 27001

ISO 26000 

ISO 22000

番号未定

標準は「モノ」から「マネジメント」に広がっていく

マネジメント標準の例

p. 32

◆ 解 説

標準の世界は，従来はモノの世界が中心でしたが，

最近では，管理手法（マネジメント）にも広がっています。

マネジメント標準は，

人の組織をどう動かすか 組織・活動について規定しています。

皆さんもISO 9000シリーズとかISO 14000シリーズといった名前を

耳にしたことがあるのではないでしょうか。

それ以外では情報分野では情報セキュリティ，

新しいところでは企業の社会的責任，セキュリティなどの議論もされています。

こういったマネジメント分野の標準は伝統的に日本は馴染みが無く，標準化にあたって困難も生じています。

例えば，どういった業界団体や学会の方に依頼すればよいのか，

更にはどこに専門家がいるのかといった部分等です。

例えば，去年の秋，セキュリティの国際会議に出席した際では，

外国はコンサルタントの方が多いのに対し，日本では学者などに頼ることになるが，総じて，外国に比べ層が厚くな
いといえました。

マネジメントの標準は今後も様々なところで議論されることが予想されます。

こういう分野での対応が大きな課題になっています。

皆さんにも関心を持っていただければと思います。

現在，企業の社会的責任も産業界のみならず労働・消費者等色々な方に参加していただいて議論していただきた
いと思います。この分野でも標準を作っていくことが重要といえます。
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議長

国際幹事

専門家（A国） 専門家（B国） 専門家（C国） 専門家（D国） ・・・・・・

・・・・・・

ISO/IEC
中央事務局

■議長，国際幹事が国際標準策定で中核的役割
→議長，国際幹事は参加各国の専門家が立候補により選定

■国際標準化で大きな役割を果たすためには，議長・国際幹事
を多く輩出することが重要
→長期的視点で国際的な人間関係構築が重要

委員会の運営について
連絡調整等

議長・国際幹事は
各国の専門家が
立候補により選定

個別の技術委員会では議長・幹事が大きな役割

p. 33

◆ 解 説

ＩＳＯやＩＥＣの個別の技術委員会などでは，実質的な世話役である議長や幹事が大きな役割を果たします。

議長や幹事は中央事務局との連絡をしながら，実際に委員会や各WGを動かしているためです。

これら議長・幹事は各国の専門家から立候補するのが通常です。

こうした役割を多く果たすことが重要になっています。

逆に言うと，議長・幹事を多く出すことが

標準化の活動をどのくらいやっているかが国際貢献

をしめすバロメーターになっています。
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ＩＳＯ幹事国（ＴＣ・ＳＣ）業務引き受け数の推移
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（引き受け数）

（年）

日本

ロシア

フランス

ドイツ
米国

イギリス

①ISOの場合

国際標準化活動では欧米主要国に及ばず

p. 34

◆ 解説

これは，日本の国際標準化機関での活動状況を幹事の数で示しています。

ＩＳＯの各分野の技術委員会で，幹事と呼ばれる世話役とも呼べる数を国際的に比較しますと，

日本は，ドイツ，アメリカ，イギリス，フランスに次いで第５位となっています。

図にはありませんが06年段階で日本は50になりました。

03年～06年の3年間で10増えており，

伸び率のグラフでいくと日本は断然トップといえます。

これは関わる皆さんの努力によるところもありますが，やはり，これでもまだ他国に及ばないという現状になっています。
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IEC幹事国（TC・SC）業務引き受け数の推移
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国際標準化活動では欧米主要国に及ばず

p. 35

◆ 解 説

これはＩＥＣの例ですが，ＩＳＯの場合と同様に日本は世界で５番目になっています。

先ほども言いましたが，この数が日本が貢献の程度のバロメータといえると思います。

勿論個別分野の活動もありますが，

国際標準化活動において多くの貢献をすることは，その国際標準機関の運営に関して日本のポジションを高めること
にもつながります。

国際標準を一種の「ルール」と考えると，「ルールづくりのためのルール」に

積極的に関与することはとても重要です。

したがって，日本は，この幹事数を欧米諸国並に高めることを目指して，

官民をあげて頑張らなければなりません。

これは金銭的な問題だけではなく，個別の活動にどう日本人が向き合っていくのかということと思います。

国際標準に対して受け身で接するのではなく，

積極的に関与していくことが重要です。

学生の皆さんも，将来，こうした分野で活躍されることを期待します。
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藤岡市助氏
（出所：東芝）

■1906年のＩＥＣ設立会議に出席した13ヶ国：
アメリカ，オーストリア，ベルギー，カナダ，
フランス，ドイツ，イギリス，オランダ，
ハンガリー，イタリア，スイス，スペイン
日本（日本は北米・欧州以外から唯一出席）

■1906年（明治39年）は日露戦争終結の翌年。
藤岡氏は３月に日本を出発，アメリカを経て
６月にロンドンでＩＥＣ設立会議に出席後，
帰国は９月

■日本の電気学会が１９１０年にＩＥＣ加盟

■２００６年は日本の国際標準化参画１００年

1906年，日本はロンドンで開催されたIEC設立会議に出席

p. 36

◆ 解 説

最後に歴史の話をひとつします。

ＩＥＣの設立会議は１９０６年にロンドンで開かれましたが，

この会議に，実は，欧州・北米以外の唯一の国として日本が参加しているのです。

当時は，日露戦争の直後で日本はまだ一流国とは言えない状況でした。

さらに飛行機便もなく，船で行かなくてはなりません。

出席した藤岡氏は，３月に日本を出てアメリカ経由で６月のロンドンの会議に出席し，

日本に帰ってきたのは９月でした。

もちろん，会議出席以外にも視察などをしているようですが，

いかに国際会議に出るのが大変だったかわかります。

言い換えれば，それほどの努力をしてまでも国際標準化に取り組んでいた

明治の先人の熱意には感銘を受けます。

JEITAによる日本の電子情報業界の位置づけによると，世界での電子情報分野の生産額130兆円超のうち日本は40
数兆円，約４分の１を占め，

今，日本は電子情報分野では世界屈指の産業を持っていますが，

それに比べ日本企業のIECに対する貢献はまだまだ弱いという印象です。

国際標準化に対しても明治の先輩に負けない気概で取り組む必要があると思います。

1910年当時は電気学会が企業から寄付を集めてIECに加盟しており，この時は産業界・学会がもっと国際標準化に
近い時代だったのではないかと思います。

時代が流れて現在はIECに政府が参加していますが，

やはりここで原点に帰ってIEC／ISOの活動がだれによって行われているのかという点を考えて取り組んでいくべきな
のではと考えております。

また去年は日本の国際標準化参画100年ということで様々な行事も行われました。



Boys, be ambitious !!

和泉 章

経済産業省産業技術環境局情報電子標準化推進室長

管理システム標準化推進室長

TEL：03-3501-9287

FAX：03-3580-8625

E-mail：izumi-akira@meti.go.jp

Web Site: http://www.jisc.go.jp
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◆ 解 説

標準に関する情報は，JISCのウェブサイトにも沢山あります。

是非アクセスしてみてください。

この講義は，

標準は何か

日本と国際の標準について

を行いました。

標準化が国際化する中で，国内標準と国際標準の関係は近づいています。近づいていくことが将来的に何の意味
を持つか

ということが我々の課題でもあり，様々な意見も伺いたいと思います。

更に，国際標準化が重要視される中で日本全体の取り組みで見ると，

まだ十分なレベルとはいえない状況です。

その活性化は，JISCが抱えるもう一つの大きな課題といえ，不断の努力が必要です。

今後とも皆さんの理解と支援をいただければと思います。

この講義を通じて，学生の皆さんに標準化に対する関心を高めていただければ幸いです。

ありがとうございました。


